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デモクラシーの風潮

◎○第一次護憲運動 憲法に基づく政治を守ろうという運動 ◎大戦景気

藩閥政治をしていた○桂太郎の内閣を退陣させる 第一次世界大戦により

◎大正デモクラシー 大正時代の、民主主義を唱える風潮 日本が迎えた好景気

◎○米騒動 富山県の漁村から全国に広まった騒動

◎民本主義 ○吉野作造が唱える

政党が内閣を組織する政党内閣制

◎天皇機関説 美濃部達吉が唱える

主権は国家にあり、天皇は最高機関として憲法に従って統治するという説

政党政治のはじまり 米騒動（1918年）のせいで当時の内閣が倒れる

◎立憲政友会総裁の○原敬が内閣総理大臣に ◎○加藤高明

⇒政党内閣ができる 第二次護憲運動を起こし首相となった憲政会党首

社会運動の高まり

労働運動 労働争議が増える ◎○メーデー

○友愛会→日本労働総同盟に 　労働者の大規模集会

労働者の団結、労働条件改善を求める

◎小作争議 農民が小作料の減額を求める

○日本農民組合を結成

共産主義 日本共産党を結成

女性運動 平塚らいてうと市川房枝らが◎○新婦人協会を設立

雑誌社「青鞜社」をつくる

女性の参政権を求める

部落解放運動 被差別部落の人々が差別からの解放をめざす運動 ◎アイヌ

◎○全国水平社を結成 北海道の先住民

大正時代の法律

◎○普通選挙法 満２５歳以上の男子の選挙権を与える

1925年 有権者は約４倍に

◎○治安維持法 共産主義に対する取りしまりを強化

1925年

大正時代の生活と文化

生活の欧米化 活動写真（映画）、◎ラジオ放送、レコード、新聞など

欧米風の外観の文化住宅

文学・学問 ◎志賀直哉　　『暗夜行路』 白樺派

◎芥川龍之介　『羅生門』

西田幾多郎　『善の研究』

山田耕筰 日本で最初のプロオーケストラを指揮

小林多喜二　『蟹工船』 労働者の生活を描いたプロレタリア文学

◎○関東大震災 東京付近で起きた大地震

1923年9月1日 混乱の中、朝鮮人や中国人が殺される

（今は防災の日）

◎柳宗悦 朝鮮の工芸や日本の道具の美しさを見出し、民芸運動を起こす

大正デモクラシーと新しい文化
①


